
社会資本総合整備計画

平成２９年１０月

山梨県甲府市

甲府駅へのアクセス向上を推進する街路整備

事後評価書



社会資本総合整備計画（活力創出基盤整備）　事後評価書

・甲府駅南口へのアクセスのための平均旅行速度を、10.8km/h（Ｈ25）から、15.0km/h（Ｈ29）へ向上

A B 0百万円 C 0百万円 0.0%

番号
事業
種別

地域
種別

交付
対象

直接
間接

事業者 市町村名 H25 H26 H27 H28 H29
全体事業費
（百万円）

備　　考

12-A-1 街路 一般 甲府市 直接 甲府市 7963.0

番号
事業
種別

地域
種別

交付
対象

直接
間接

事業者 市町村名 H25 H26 H27 H28 H29
全体事業費
（百万円）

備　　考

番号 一体的に実施することにより期待される効果

番号
事業
種別

地域
種別

交付
対象

直接
間接

事業者 市町村名 H25 H26 H27 H28 H29
全体事業費
（百万円）

備　　考

番号 一体的に実施することにより期待される効果

  但し、対象区間の走行時間は平日の混雑時平均旅行速度から算出

区画整理　　Ａ＝21.9ha

事業内容
（延長・面積等）

要素となる事業名
（事業個所）

社会資本総合整備計画の事後評価として甲府市で実施

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

公表の方法

交付対象事業

A1　基幹事業

事後評価

事業内容
（延長・面積等）

甲府駅周辺地区{（都）愛宕町下条線外}

計画の名称

計画の期間

7,963百万円
効果促進事業費の割合

（A（提案分）+C)/（A+B+C)
合計

（A+B+C)

計画の目標

甲府駅へのアクセス向上を推進する街路整備

平成25年度　～　平成29年度（5年間）

　　　甲府駅南口整備計画に伴い一体的にアクセス道路の整備を推進し、甲府駅利用者の利便性の向上を図る。

計画の成果目標（定量的指標）

交付対象 　　　甲府市

全体事業費

定量的指標の定義及び算定式
備　　　考

15.0km/h

　
7,963百万円

甲府駅南口へのアクセスのための平均旅行速度を、現地調査から算出する。

甲府駅南口へのアクセスのための平均旅行速度（km/h）＝Σ対象区域の距離÷Σ対象区間の走行時間

定量的指標の現況値及び目標値
当初現況値

（H25）
中間目標値 最終目標値

12.9km/h
（H29）

10.8km/h

１．交付対象事業の進捗状況

○事後評価の実施体制、実施時期

計画期間最終年度の平成29年度に実施

評価完了後、市のホームページへ掲載

B　関連社会資本整備事業
要素となる事業名

（事業個所）

C　効果促進事業
要素となる事業名

（事業個所）

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

事業内容
（延長・面積等）

・甲府駅周辺地区土地区画整理事業の事業進捗及び南口駅前広場の再整備が行われ、甲府駅前周辺の道路環境は着実に改
善されており、市民意識において道路整備に対する満足度は高まっており、向上効果がみられる。

Ⅰ定量的指標に関する
　　　　交付対象事業の効果の発現状況

Ⅱ定量的指標の達成状況

指標②

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

指標③

甲府駅南通り線の整備により、甲府駅へのアクセスの向上が図られることから指標設定を行ったが、整備に至っていない
ため、効果発現が得られていない。

引き続き、甲府駅周辺地区の整備を推進する。なお、甲府駅南通り線は平成30年度の完成を、宝二丁目北新線は平成32年度の完
成を目指しており、完成すると目標値を達成することが確実であるが、検証のため、完成後にフォローアップを行うものとす
る。

２．特記事項（今後の方針等）

指標④

最終目標値

最終実績値

最終目標値

最終実績値

目標値と実績値
に差が出た要因

10.8km/h

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現
状況
（必要に応じて記述）

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

15.0km/h
目標値と実績値
に差が出た要因

指標①

交差点計画及び一級河川濁川の見直しにより、都市計画変
更等を行ったことから、甲府駅南通り線の整備が遅れてい
る。横沢架道橋整備工事の遅れから、宝二丁目北新線の整
備も遅れているため。



（様式第8）　　　　　　　　　　　　　　　　社会資本総合整備計画（活力創出基盤整備）　　　参　考　図　面

計画の名称

計画の期間 交付対象

　甲府駅へのアクセス向上を推進する街路整備

　平成25年度　～　平成29年度 　甲　府　市

12-A-1
区画整理


